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乳牛の淘汰理由と体型形質の表型的関係
○Kajita Mayu1, Yamaguchi Satoshi2, Abe Hayato2, Nakagawa Satoshi2, Baba Toshimi3, Kawakami Junpei3,

Terawaki Yoshinori4, Hagiya Koichi1 (1.Obihiro Univ. of Agriculture and Veterinary Medicine, 2.Hokkaido

Dairy Milk Recording &Testing Association., 3.Holstein Cattle Association of Japan ,Hokkaido Branch,

4.Rakuno Gakuen Univ.)

 
【目的】疾病と体型形質間に関連がある場合，体型形質を改良することが疾病による淘汰を抑制する可能性があ

る．本研究では疾病による淘汰と体型形質の関連性を調査した．【方法】データは北海道酪農検定検査協会が集

積した北海道内の牛群検定記録のうち，2003年～2008年に誕生した個体の淘汰理由記録，および日本ホルスタ

イン登録協会北海道支局が収集した初産時の23形質の体型審査記録である．本研究では淘汰理由について繁殖障

害(n=11,765)，乳房炎(n=9,574)または肢蹄病(n=6,355)に限定し，淘汰理由ごとにデータセットを作成した．各

データセットについて72ヵ月齢時の生存(1)および淘汰(0)を評価した．分析は Rの GLM関数によるロジス

ティック回帰分析で行い，母数効果に体型形質のスコアおよび初産の分娩年を考慮し，オッズ比（ OR）を算出し

た． ORが高いとき，72ヵ月齢時の各疾病による淘汰リスクは低いことを意味する．【結果】各淘汰理由の

ORは，乳房の深さのスコアが高くなるに従い高かった．繁殖障害は胸の幅および体の深さのスコアが低いほど

ORが高かった．乳房炎の ORは前乳頭の配置のスコアが5のとき高かった．肢蹄病は後肢側望のスコアが5のとき

に最も ORが高かった．


